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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第30期

第２四半期
連結累計期間

第31期
第２四半期
連結累計期間

第30期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 7,088,646 7,255,920 13,990,802

経常利益（千円） 1,703,297 1,638,262 3,150,173

四半期（当期）純利益（千円） 863,673 816,911 1,830,482

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
850,116 844,009 1,855,256

純資産額（千円） 31,235,663 32,570,048 32,240,803

総資産額（千円） 36,326,012 37,762,797 37,006,676

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
92.29 87.30 195.61

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 86.0 86.2 87.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,127,209 1,390,303 2,528,504

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,405,019 △410,953 △684,179

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△514,324 △514,471 △514,541

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
8,180,604 10,790,633 10,312,628

　

回次
第30期

第２四半期
連結会計期間

第31期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 48.19 49.75

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。　

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．当社は、平成24年10月１日付で普通株式１株につき10株の株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首

　　に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

  

　

２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況　

　　　　　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や金融政策への期待感から、円安・株高

　　　　が進行し、企業業績改善と設備投資意欲の高まりが見えるなど景気回復の兆しが現れつつあるように思われま

　　　　す。しかしながら、世界経済の減速による景気の下振れ懸念も根強いなど、国内景気の先行きには慎重な見方も

　　　　続いております。

　　当社グループの属する医療関連業界におきましては、持続可能な医療保険制度を堅持し、効率的かつ効果的な

　医療資源の配分の重要性を踏まえ、診療報酬改定が定期的に実施されております。医療を取り巻く環境は、引き

　続き厳しく、関連各企業におきましては、強く効率化の推進が必要とされる状況にあります。

　　　　このような事業環境下におきまして、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は7,255,920千円（前年同四半

　　　期比2.4％増）、連結営業利益は1,590,015千円（同3.7％減）、連結経常利益は1,638,262千円（同3.8％減）、

　　　連結四半期純利益は816,911千円（同5.4％減）となりました。

　　　　当社の商品区分である品目別の売上高は以下のとおりであります。

　　 　人工透析類におきましては、2,709,935千円（前年同四半期比0.7％増）となりました。静脈留置針類におきま

　　　しては、2,019,272千円（同5.6％増）となりました。アンギオ類におきましては、2,510,245千円（同1.6％増）

　　　となりました。 

　　なお、当社グループは、医療機器の製造・販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省

　略しております。

　

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、以下に記載の

キャッシュ・フローにより、前連結会計年度末に比べ478,004千円増加し、当第２四半期連結会計期間末には

10,790,633千円となりました。

　

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は1,390,303千円（前年同四半期比23.3％増）となりました。内訳の主なもの

は、税金等調整前四半期純利益1,635,319千円と、法人税等の支払額513,826千円等であります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は410,953千円（前年同四半期比70.8％減）となりました。内訳の主なものは、

有形固定資産の取得による支出410,237千円であります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は514,471千円（前年同四半期比0.0％増）となりました。内訳の主なものは、配

当金の支払額であります。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 

（４）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は144,223千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,760,000

計 33,760,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）

（平成25年９月30日）

 提出日現在発行数(株)
（平成25年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,440,000 9,440,000

東京証券取引所　

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

（注）

計 9,440,000 9,440,000 － －

（注）普通株式は完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であり、単元株式数

　　は100株であります。

　　　　

（２）【新株予約権等の状況】

   該当事項はありません。　　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成25年７月１日～

　平成25年９月30日
－ 9,440,000 － 1,241,250 － 10,378,585
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 ㈱ナカジマコーポレーション  千葉県習志野市谷津５－１－７ 2,820,000 29.87

 中島　弘明  宮崎県日向市 2,620,000 27.75

 ステート　ストリート　バンク

 アンド　トラストカンパニー　

（常任代理人　香港上海銀行

 東京支店）

 P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS

 02101 U.S.A.

（東京都中央区日本橋３－11－１）

405,250  4.29

 中島　崇  宮崎県日向市 280,000  2.97

 中島　弘子     宮崎県日向市 270,000  2.86

 メロン　バンク　トリーティー

 クライアンツ　オムニバス

（常任代理人　株式会社みずほ

 銀行決済営業部） 

　

 ONE BOSTON PLACE BOSTON,MA 02108

（東京都中央区月島４－16－13）
234,700 2.49

　クレディ・スイス・セキュリテ

　ィーズ（ユーエスエー）エルエ

　ルシー　エスピーシーエル.

 フォー　イーエックスシーエ

 ル.ビーイーエヌ

 （常任代理人　クレディ・スイス

 証券株式会社）

 ELEVEN MADISON AVENUE NEW YORK NY

 10010-3629 USA　

 （東京都港区六本木１-６-１）

　

199,000 2.11

 ゴールドマンサックスインター

 ナショナル

 （常任代理人　ゴールドマン・

  サックス証券株式会社）　

 133 FLEET STREET LONDON EC４A ２

 BB,U.K 

 (東京都港区六本木６-10-１）　

194,330 2.06

 森　保生  東京都江東区 120,000  1.27

 スカンジナビスカ　エンシル

ダ　

 バンケン　クライアンツ　アカ

 ウント

（常任代理人　株式会社三菱東京

 ＵＦＪ銀行）　

 SERGELS TORG ２ S－106 40STOCKHOLM  

 SWEDEN

 （東京都千代田区丸の内２-７-１）　

115,400  1.22

計 － 7,258,680 76.89

　（注） インターナショナル・バリュー・アドバイザーズ・エル・エル・シーから、平成23年４月15日付の大量保有報

　　　 告書(変更報告書)の写しの送付があり、平成23年４月８日現在で57,085株を保有している旨の報告を受けており

　　　 ますが、当社として当第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主

　　　 の状況には含めておりません。

　　　  なお、インターナショナル・バリュー・アドバイザーズ・エル・エル・シーの大量保有報告書(変更報告書)

　　　 の写しの内容は以下のとおりであります。

　　　　　　　大量保有者 　　　インターナショナル・バリュー・アドバイザーズ・エル・エル・シー

 　　　　　　 住所　　　　　　 717 Fifth Avenue ,10th Floor,New York,NY 10022

　　　　　　　保有株券等の数  株式57,085株

　　　　　　　株券等保有割合 　6.05％
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 82,100 ―

 権利内容に何ら限定の

 ない当社における標準

 となる株式であり、単

 元株式数は100株であり

 ます。

完全議決権株式（その他） 普通株式　9,357,000 93,570 　　　　　同上

単元未満株式 普通株式　　　　900 ― ―

発行済株式総数          9,440,000 ― ―

総株主の議決権 ― 93,570 ―

 

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

メディキット

株式会社

東京都文京区湯島

一丁目13番２号
 82,100 －  82,100  0.87

計 －  82,100 －  82,100  0.87

 

２【役員の状況】

　 該当事項はありません。 
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 20,312,628 20,790,633

受取手形及び売掛金 3,436,933 3,578,456

金銭の信託 1,500,000 1,500,000

商品及び製品 631,420 535,392

仕掛品 841,979 878,130

原材料及び貯蔵品 292,248 295,121

繰延税金資産 195,249 211,355

その他 101,594 148,610

貸倒引当金 △349 △364

流動資産合計 27,311,705 27,937,336

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,305,860 3,203,203

機械装置及び運搬具（純額） 1,166,761 1,106,351

工具、器具及び備品（純額） 1,174,504 1,186,021

土地 2,510,141 2,507,850

建設仮勘定 133,453 380,614

有形固定資産合計 8,290,721 8,384,041

無形固定資産 30,758 26,078

投資その他の資産

投資有価証券 390,556 433,107

保険積立金 68,037 68,271

繰延税金資産 667,088 669,771

その他 253,810 250,192

貸倒引当金 △6,001 △6,001

投資その他の資産合計 1,373,491 1,415,341

固定資産合計 9,694,971 9,825,461

資産合計 37,006,676 37,762,797
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,431,380 1,532,982

未払法人税等 405,359 745,133

賞与引当金 289,293 295,802

その他 500,178 417,719

流動負債合計 2,626,211 2,991,638

固定負債

退職給付引当金 223,375 271,835

役員退職慰労引当金 1,136,981 1,136,987

訴訟損失引当金 129,938 129,938

資産除去債務 10,168 10,168

その他 639,197 652,182

固定負債合計 2,139,660 2,201,111

負債合計 4,765,872 5,192,749

純資産の部

株主資本

資本金 1,241,250 1,241,250

資本剰余金 10,378,585 10,378,585

利益剰余金 20,770,431 21,072,659

自己株式 △190,433 △190,515

株主資本合計 32,199,833 32,501,979

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 40,970 68,068

その他の包括利益累計額合計 40,970 68,068

純資産合計 32,240,803 32,570,048

負債純資産合計 37,006,676 37,762,797
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 7,088,646 7,255,920

売上原価 3,886,939 4,006,911

売上総利益 3,201,706 3,249,008

販売費及び一般管理費
※ 1,549,837 ※ 1,658,992

営業利益 1,651,868 1,590,015

営業外収益

受取利息 9,522 6,648

受取配当金 4,593 4,780

受取地代家賃 16,102 16,895

その他 27,790 26,709

営業外収益合計 58,009 55,033

営業外費用

支払利息 4,636 4,823

減価償却費 1,460 1,369

その他 484 594

営業外費用合計 6,580 6,787

経常利益 1,703,297 1,638,262

特別利益

固定資産売却益 － 593

特別利益合計 － 593

特別損失

固定資産除却損 0 1,244

減損損失 4,493 2,291

投資有価証券評価損 6,958 －

特別損失合計 11,452 3,535

税金等調整前四半期純利益 1,691,845 1,635,319

法人税、住民税及び事業税 825,542 852,649

法人税等調整額 2,628 △34,241

法人税等合計 828,171 818,408

少数株主損益調整前四半期純利益 863,673 816,911

四半期純利益 863,673 816,911
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 863,673 816,911

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △13,557 27,098

その他の包括利益合計 △13,557 27,098

四半期包括利益 850,116 844,009

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 850,116 844,009

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,691,845 1,635,319

減価償却費 364,248 344,970

投資有価証券評価損益（△は益） 6,958 －

固定資産除売却損益（△は益） 0 650

減損損失 4,493 2,291

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,820 48,460

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,204 6

貸倒引当金の増減額（△は減少） 12 15

賞与引当金の増減額（△は減少） 16,536 6,509

受取利息及び受取配当金 △14,116 △11,428

支払利息 4,636 4,823

売上債権の増減額（△は増加） △119,668 △144,449

たな卸資産の増減額（△は増加） 27,114 57,004

仕入債務の増減額（△は減少） △49,194 74,552

その他 860 △118,155

小計 1,938,110 1,900,569

利息及び配当金の受取額 14,133 13,151

利息の支払額 △9,156 △9,591

法人税等の支払額 △815,878 △513,826

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,127,209 1,390,303

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △12,500,000 △11,500,000

定期預金の払戻による収入 11,500,000 11,500,000

有形固定資産の取得による支出 △431,682 △410,237

有形固定資産の売却による収入 － 932

無形固定資産の取得による支出 △21,504 △2,415

長期貸付金の回収による収入 450 700

保険積立金の積立による支出 △232 △232

保険積立金の解約による収入 50,821 －

差入保証金の差入による支出 △2,177 △631

差入保証金の回収による収入 1,901 1,418

その他 △2,595 △487

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,405,019 △410,953

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △514,324 △514,388

自己株式の取得による支出 － △82

財務活動によるキャッシュ・フロー △514,324 △514,471

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,393 13,125

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △790,741 478,004

現金及び現金同等物の期首残高 8,971,346 10,312,628

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 8,180,604 ※ 10,790,633
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　 該当事項はありません。  

　

　

（会計方針の変更）

   該当事項はありません。　 　

　

（追加情報）

　 該当事項はありません。  
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（四半期連結貸借対照表関係）

　　　 該当事項はありません。
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（四半期連結損益計算書関係）

　　　 ※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　
  

前第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年９月30日）

給料手当 422,256千円 429,959千円

賞与引当金繰入額 128,258 121,692

役員退職慰労引当金繰入額 9,204 9,344

退職給付費用 13,890 45,556

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

　　　のとおりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 　　　　　　　20,180,604千円 　　　　　　　20,790,633千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △12,500,000 △11,500,000

金銭の信託 500,000 1,500,000

現金及び現金同等物 8,180,604 10,790,633

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 514,683 　　　550 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 514,683 　　　55 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

当社グループは、医療機器の製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　

　　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

　 １株当たり四半期純利益金額 92円29銭 87円30銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 863,673 816,911

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 863,673 816,911

普通株式の期中平均株式数（千株） 9,357 9,357

（注）１. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  　 ２. 当社は、平成24年10月１日付で普通株式１株につき10株の株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に

　　　　　当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

　

　

（重要な後発事象）

　   　該当事項はありません。　
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２【その他】

　訴訟

　　 アメリカ合衆国ユタ州の会社であるフェイズ・メディカル・インコーポレーテッド（以下 ＰＭ社という）は、

  当社及び当社子会社の東郷メディキット株式会社が製造販売していた静脈留置針の一部製品が、ＰＭ社の特許権を

　 侵害しているとして、同製品の製造・販売の差止、ならびに当社及び上記子会社が連帯して８億1,708万円（平成

　 20年11月訴え提起時の請求額は１億3,800万円であったが、平成22年７月及び８月に増額された）の損害を賠償す

　 べきことを請求し、東京地方裁判所は、平成24年２月７日付で、当社及び上記子会社に対して、原告の請求を一部

  認め、１億1,668万余円の支払いを命じる判決を言い渡しておりました。当社は、この判決を不服として、知的財

  産高等裁判所に控訴しておりましたが、平成25年１月30日付で、同高裁により控訴を棄却する判決が言い渡されま

  した。このため、前連結会計年度において訴訟損失引当金を計上しております。

　　 ただし、当社は、特許権の侵害はないことを主張しており、この判決を不服として、平成25年２月12日付で最高

  裁判所に上告及び上告受理申立てをしております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成２５年１１月１３日

メディキット株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　橋　一　生　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 廣　田　剛　樹　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているメディキット株

式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から

平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、メディキット株式会社及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

　（注）１.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

 期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２.　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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